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研究要旨 

 

本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持増進を図れるような環境整備を進めるために、すでに各

分野で実施されている女性の健康支援の取組を調査・分析し、リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視

点等を重視しつつ、女性がその健康状態に応じて的確に自己管理を行うことができるようになるための

健康教育、相談体制を確立することを目的としている。平成 30 年度に、女性の健康を支援する立場

にある各分野における各種取組の実態把握とその評価、課題・ニーズの抽出を行い、より早い時

期からの横断的・予防医学的な女性の健康を包括的に教育するプログラムが不可欠であること、

および幼い時期からの段階的な国際標準の性と生殖に関する教育が不足していることが明らかに

なった。また、今後若い世代のヘルスリテラシーの物差しとなるプレコンセプションケア・ヘルスリテ

ラシー尺度を開発した。令和元年度は、UNESCO 作成の指針である「International technical 

guidance on sexuality education 2018」、および「プレコンセプションケア」の国際標準の基本的な

理念や方針に基づき、日本の現状に合わせた小児・思春期から更年期までのライフステージの女

性を教育・支援するための教育プログラムを作成し、令和 2年度には日本の現状に合わせた小児・

思春期から 40 歳以降までのライフステージの女性を教育・支援するための教育プログラムとして、

5～8 歳（レベル１）および 18 歳以降のテキスト、動画、指導案などを開発した。その一部を実証す

ることで、開発したテキストブック（支援者向け、対象者向け）、動画等を、健康教育の教材として、また

個人のヘルスリテラシー向上のために広く活用可能と考えられた。また、令和元年 10 月に国立成育医

療研究センタープレコンセプションケアセンターと共催した『プレコンセプションケアを考える会』の議

論、文献レビュー、および同研究班内での議論を踏まえて日本版プレコンセプションケアのポリシーブ

リーフを作成した。さらに、20 歳～79 歳以下のネットリサーチ会社に登録しているモニター男女に対し

2021 年 3 月に実施した。約 8 万人の対象者から 10000 人に対してと調査回収を行い、コロナ拡大後

に体の健康状態が悪くなかったと答えなかった人に見られた特徴は、コロナにより生活や働き方に変

化がない、もしくは変化に対し特に何も感じなかった、ことであり、反対に、コロナ拡大後に体の健康状

態が悪くなったと答えた人に見られた特徴は、生活や働き方に変化があった、もしくは変化に対し悪い

と感じていることだった。コロナ拡大後に心の健康状態が悪くなったと答えなかった人、悪くなったと答

えた人に見られた特徴も、概ね、同様の傾向であった。新型コロナウイルス感染症拡大により、短期的

な心身の健康状態の悪化を自覚している属性を把握できた。 
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Ａ．研究目的 

女性の健康は、生涯を通じて身体的・精神的

に女性ホルモンの動態の影響を受ける。月経に

伴う心身の不調、子宮や乳房のがん、更年期障

害などといった女性特有の疾患、自己免疫疾患

などの性差のある疾患、妊娠・出産といったリプ

ロダクティブ・ヘルス / ライツなどの視点を考慮

した健康支援をできる人材育成やその組織、仕

組みの構築は十分に行われていない。さらに、

わが国における女性の健康支援は、団体ごと、

診療専門科ごと、職域ごとに疾病治療やスクリー

ニングを中心に縦割りに展開されていることから、

これらの組織をシームレスに繋ぎ、隙間を補充し

ていくことが重要となる。すなわち、月経関連疾

患、閉経、加齢により損なわれる女性の健康を

把握した上で、これらへのリスク要因をできるだ

け早い時期から横断的・予防医学的に教育・支

援すること、若い世代の女性にプレコンセプショ

ンケア（妊娠や次の世代の健康を考慮したヘル

スケア）の概念を浸透させることが重要な課題で
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ある。 

本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持

増進を図れるような環境整備を進めるために、

すでに各分野で実施されている女性の健康支

援の取組を調査・分析し、女性が健康状態に応

じて的確に自己管理を行うことができるようにな

るための健康教育、相談体制を確立することが

目的である。 

 平成 30 年度は、女性の健康を支援する立場

にある各分野における各種取組の実態把握とそ

の評価、課題・ニーズの抽出を行い、令和元年

度に作成した包括的女性の健康支援教育プロ

グラムおよびテキスト、支援体制のガイドラインを

令和 2 年度には完成させ、それらの実践・検証

を行うことを目的とした。また、最終年度にわが

国の実情に合ったプレコンセプションケアを普

及させるために、前年度の議論と文献検索をもと

に、ポリシーブリーフ案を作成した。 

 また、新型コロナウイルス感染症拡大により、

短期的な心身の健康状態の悪化を自覚してい

る属性を把握し、就労形態や経済状況、働き方

などが、短期的な心身の健康状態悪化に与える

影響を明らかにすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法及び C. 結果 

１） 各種取組の実態把握とその評価、課題・ニ

ーズの抽出 

ヒアリング、文献検索、実態調査等によって明

らかにした。医療分野では、一定水準が担保さ

れる包括的な女性のヘルスケア支援者（産婦人

科医、内科医、そのほかの医師、助産師、看護

師、保健師、管理栄養士、心理士など）の育成

が急務であり、研修と支援に関するガイドライン

と研修制度の整備が重要と考えられた。また、同

時に若い年代からのかかりつけ婦人科医制度も

必要である。 

教育分野では、学校における性教育を含む

女性の健康増進教育は、実際に、子供たちに理

解され、生きた知識として定着されるものを提供

していく必要があり、性教育については、一定レ

ベル以上の性教育を提供できる産婦人科医や

助産師などの育成とこれらの外部講師と学校現

場を繋げる地域に合わせたしくみが必要であり、

企業が開発した教材の活用も有用と考えられた。

望まない妊娠や性感染症への罹患等、性、拒食

症・過食症に関することの研修の実施や講師派

遣、それぞれの年齢に適したカリキュラムを男女

ともに提供する環境構築が必要であり、国連機

関においてまとめられた「International technical 

guidance on sexuality education」2018 年改訂版

を活用しつつ、女性の健康を支援する立場にあ

る専門職の育成に広く活用する教本の作成と教

職員向けの研修の必要性が考えられた。また、

大学生への健康教育や健康管理の充実も好事

例を例に一般化する必要があった。 

地域保健・産業分野では、妊娠前や妊娠に関

連しない女性においての医療、予防・健康教育

へのタッチポイントを作成する仕組みが重要で

あり、この年代やこの状況の女性の健康に関す

る予防・健康教育をどうするかを考える必要があ

った。 

 そのほか、医療・保健・産業の現場以外の女性

のタッチポイントとして、IOT（Internet of Things：

モノのインターネット）等の活用も検討し、調剤薬

局などできる限りのタッチポイントを利用していく

ことも有用と思われた。 

２ ） 世界標準と なる International technical 

guidance on sexuality education 2018 のコンセプ

トを取り入れた性教育を含めた女性のライフステ

ージを考慮した健康教育の検討  

 2018 年に改訂された UNESCO 発行の性教育

に関する国際ガイダンス（2018 年改訂版）の翻
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訳を行い、その後同ガイダンスと学習指導要領

の比較を行った。教材開発について、令和元年

度は、主にレベル１（５～8 歳）について開発した。

同ガイダンスの内容（1～8）と、日本の文部科学

省による小学校の新学習指導要領および本研

究について開発する教材の対比表を作成した。

性教育に関する国際ガイダンスと比較し、文部

科学省学習指導要領における日本の女性のた

めの健康教育は国際基準より開始時期および

内容ともに大きく遅れをとっていることが明らか

になった。 

３） 包括的女性の健康支援ガイドライン、教育

プログラム・テキスト作成 

本研究において、国際セクシュアリティ教育ガイ

ダンス（以下、ガイダンス）の概念を取り入れた包

括的性教育を日本に取り入れていくために、ま

ず、ガイダンスと日本の文部科学省による小中

学校・高等学校の新学習指導要領を比較し、日

本の社会的背景、文化等を考慮した Level 1（5

歳～8 歳）の教材開発を行った。本研究では、

Level ２（9 歳～12 歳）、Level 3（12 歳～15 歳）、

Level 4（15 歳～18 歳）の教材開発は予定してい

ない。18 歳以上の女性を Level 5 とし、18 歳～

40 歳までの性成熟期（プレコンセプション期）と

40 歳以降～に分け、教材開発を行った。また、

ガイダンスの概念を補足するために18歳以上の

女性を対象に「ジェンダー」の教材開発を行った。

女性の健康支援者、教育者向けのテキストブッ

クのタイトルは、「まるっと 女性の健康支援 女

性の健康支援者のためのテキストブック」とし、

研究分担者および各専門家に執筆もしくは監修

を依頼し、支援者向けのテキスト作成を、平易な

ことばでわかりやすい文章にすることを優先し行

った。 

（１）支援者向けのテキストとwebサイトの企画・制

作 

序論（女性の健康の包括的支援について、生涯

を通じた女性の健康の格差と性差など）、1 章 

小児・思春期女性の健康支援、2 章 性成熟期

女性の健康支援、3 章 更年期女性の健康支援、

4 章 老年期女性の健康支援の章立ての上、テ

キストを作成した。さらに、web サイト上で自己学

習できるようホームページ（テスト版）上で、支援

者用の自己学習用の動画をウエブサイトに投入

した（レベル１：各 10 分ｘ4 本，プレコンセプショ

ン期：20分、更年期：20分。さらに、教育プログラ

ムの解説用に「動画（各３分×2 本）」を作成した。 

（２）レベル 1（5～8 歳）の対象者用のテキストお

よび短編動画制作、指導者向けの指導案の作

成 

「からだと心の科学 まるっと まなぶっく」というタ

イトルでガイダンスの 1～8 のコンセプト（1.人間

関係、2.価値・権利・文化・セクシュアリティ、3.ジ

ェンダーの理解、4.暴力と安全の確保、5.健康と

幸福のためのスキル、6.人間のからだと発達、7.

セクシュアリティと性的健康、8.性と生殖に関す

る健康）に沿って、4 冊のテキスト（プロトタイプ版）

を日本の文部科学省による小学校の新学習指

導要領および教材（まなぶっく）の対比表を作成

しつつ、元小学校教員、助産師、看護師、医師

らによって作成した。これらは、ある地域の医師

会、小児科医会の担当者、区立小学校教員等よ

り意見を伺いながら、教材を完成させた。小学校

教員、校長の経験者でありこの分野の専門家で

ある、帝京大学 教職研究科 中村雅子准教授

に指導案を作成していただいた。さらに、授業の

復習で活用いただく対象者向け「復習用動画

（各 3 分×4 本）」を作成した。 

（３）「ジェンダー」テキストの作成 

レベル1のテキスト以外に、キーコンセプト3. ジ

ェンダーの理解、4. 暴力と安全の確保の内容

で、レベル 4 の教材の一部としてテキストを 1 冊
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開発した。こちらは、「ひとりひとり違っているの

はあたりまえ 性のグラデーション＆スペクトグラ

ムって知ってる？」というタイトルとした。このテキ

ストは、多様な性（セクシュアリティ）に対する臨

床心理学研究者である、明治大学文学部心理

社会学科臨床心理学専攻 佐々木掌子准教授

の助言を受けて作成した。 

（4）ﾌﾟﾚｺﾝｾﾌﾟｼｮﾝ期女性の健康教育「動画」の

制作 

18歳以降、性成熟期女性のからだと心を学ぶ動

画を制作した（性成熟期 20 分）。プレコンセプシ

ョン期の対象者用のテキストは、令和2年度の厚

生労働科学研究費補助金（健やか次世代育成

総合研究事業）「生涯を通じた健康の実現に向

けた『人生最初の 1000 日』のための、妊娠前か

ら出産後の女性に対する栄養・健康に関する知

識の普及と行動変容のための研究（研究代表者 

荒田尚子）」で作成された「プレコンノート」にリン

クの上活用することにした。 

（5）40 代以降の女性の対象者用のテキストおよ

び短編動画制作、指導者向けの指導案の作成 

「40 代から健康で美しく過ごすための女性のヘ

ルスケア・チェック」という対象者用のテキストと、

対象者向け「復習用動画（各 4 分×1 本）」を制

作し、指導案を作成した。 

（6）まるっと 女性の健康支援 web サイトの開発 

 国立成育医療研究センターホームページから

リンクし閲覧できる「まるっと 女性の健康支援

web サイト」を開発し、上記の教材や動画を格納

した。この web サイトは、包括的な女性の健康教

育プロットフォームとして今後活用できることも考

え「女性の健康ヘルスケアラボ」や「女性アスリ

ート健康支援委員会」等、他の信頼性の高い健

康支援webサイトへのリンクも貼り、このページを

訪れた方の不安や悩みが解消できるよう工夫を

行った。 

（7）まるっと 女性の健康支援教育プログラムの

評価に向けたインタビュー調査 

モデル施設を設定し、保健、教育機関、産業等

の実態把握をインタビューを行った。令和２年度

は、関東を中心として、女性の健康支援につい

て関心の高い施設の民生委員、養護教諭、産業

分野の医師・看護師などの医療従者、人事部の

課長等を対象にインタビューを実施した。各施

設における女性の健康支援の実施状況、まるっ

と 女性の健康支援教育プログラムの効果と、実

戦において配慮すべきい点などについてインタ

ビューを実施した。現在の包括的な女性の健康

支援や教育は、十分に実施されていないこと、

信頼性のある教材やプログラムを活用したい、

男女ともに一緒に男女のからだとこころを学べる

ことを希望するなどが明らかになった。 

（８）某大手企業の人事担当者において、動画を

用いた web 研修会の開催と実証。 

男性職員を含め約 35 名が参加した。参加者の

反応は概ね良好であり、これからの自身の健康

維持のみならず、自分の周りの方への波及効果

も含めて、効果が認められる結果となった。 

４） 日本版プレコンセプションケアの定義案・目

標案およびポリシーブリーフ作成 

 令和元年 10 月に国立成育医療研究センター

プレコンセプションケアセンターとともに『プレコ

ンセプションケアを考える会』を開催した。「プレ

コンセプションケアを考える会」開催前に、なぜ

日本でプレコンセプションケアが必要かの疑問

に対し、当事者である女子大生を含め、医療、

保健、栄養、教育、公衆衛生などの各専門家の

間での情報共有を行い、問題点を整理した。考

える会においては、公益社団法人日本医師会

の常任理事から「日本医師会での若い世代の健

康教育への取組と展望」についての講演をして

いただき、第二部のパネルディスカッションで 9
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名のパネラーで議論を行い、日本での「プレコン

セプションケア」を「前思春期から生殖可能年齢

にあるすべての人々の身体的、心理的および社

会的な健康の保持および増進」と定義し、「現在

から将来にわたる自らの健康のみならず次世代

の健康の保持及び増進を図り、国民全体の健康

を向上すること」を目標とすることが提案された。

また、「プレコンセプションケア」を広めるために

は、教育・医療・地域保健・職域・企業・若い世代

など多種の関連団体および個人で議論し、提

案・実施することが重要とされた。 

本会での議論、文献レビュー、および同研究

班内での議論を踏まえて、「日本版プレコンセプ

ションケアのポリシーブリーフ」案を作成した。我

が国の課題として、①計画妊娠、➁リプロダクシ

ョンライフプラン、③やせと肥満、④低栄養と葉

酸不足、⑤喫煙・飲酒・薬物、⑥リプロダクティブ

ヘルス全般に対するリテラシー、⑦慢性疾患（メ

ンタルヘルス含む）、⑧感染症、⑨職業性およ

び環境中有害物質暴露 の 9 項目をあげた。ま

た、プレコンセプションケアに期待できる効果、

プレコンセプションケアを推進するための提案を

行った。 

５）プレコンセプションケア・ヘルスリテラシー尺

度作成に関する研究 

 2019年 12月～2020年 2月にかけて、Web調

査会社の登録モニターを対象にインターネット

調査を行った。対象は 16 歳～49 歳の段代で、

調査エリアは全国とし、性別、居住地、年齢を調

整した割付抽出を行った。作成する尺度の妥当

性評価のため、調査は 2 回に分けて行い、それ

ぞれ 1000 人ずつ、計 2000 人を対象として行っ

た。プレコンセプションケアに関する質問項目、

社会経済的属性、健康状態に関する質問項目と

ともに、妥当性の検討に使用した尺度の質問を

行った。因子分析による行動尺度の作成を行っ

たのち、項目反応理論による知識尺度の作成を

行った。作成した尺度の妥当性を確認した。4 件

法で解答を求めた 33 質問項目に関して因子分

析を行い、6因子・25項目からなる行動尺度と13

項目からなる知識尺度を完成させた。また、25

項目の行動尺度から、17項目の短縮版を作成し

た。行動尺度の各因子の信頼性係数は比較的

高く、また行動尺度と知識尺度の相関もみとめら

れた。  

６）新型コロナウイルス感染症流行が生活習慣や

健康に及ぼす影響の実態把握に向けた研究―

女性の健康支援の観点からー 

20歳～79歳以下のネットリサーチ会社に登録

しているモニター男女に対し 2021 年 3 月 12 日

～3月24日に実施した。約8万人の対象者から

10000人に対してと調査回収を行い、コロナ拡大

後に体の健康状態が悪くなかったと答えなかっ

た人に見られた特徴は、コロナにより生活や働き

方に変化がない、もしくは変化に対し特に何もか

んじなかった、ことであった。反対に、コロナ拡大

後に体の健康状態が悪くなったと答えた人に見

られた特徴は、生活や働き方に変化があった、

もしくは変化に対し悪いと感じていることだった。

さらに、悪くなったと答えた人は、もともと体の不

調を訴えている人が多いという特徴があった。コ

ロナ拡大後に心の健康状態が悪くなったと答え

なかった人、悪くなったと答えた人に見られた特

徴も、概ね、同様の傾向であったが、いくつかの

項目について、より強く差が出ている傾向にあっ

た。 

（倫理面への配慮） 

３）のヒアリング調査と実証研究は、国立成育医

療研究センター倫理委員会の承認を、６）のウェ

ブ調査は国立がん研究センター研究倫理委員

会の承認を得て、「人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針」を遵守して実施した。５）の
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ヘルスリテラシー尺度作成に関する研究では、

全てのWeb調査の参加者はモニターとしての登

録時にプライバシーポリシーと会員規約の内容

について同意が得られており、本調査に関して

も説明と同意がウェブ上で得られたもののみを

対象とした。本調査研究は実施機関である国立

研究開発法人国立成育医療研究センター倫理

倫理審査承認を受けて行った。 

 

Ｄ．考察 

１） 各種取組の実態把握とその評価、課題・ニ

ーズの抽出 

 ライフフステージ・年齢・生活スタイル・立場・ヘ

ルスリテラシーレベルに応じた女性の健康情報

発信の仕組みの検討、IOT を活用して医療分

野・専門家である支援者と健康支援を受ける対

象者が繋がり、より早い時期から横断的・予防医

学的に女性の健康を包括的に教育するガイドラ

インとプラットフォームの構築が求められた。 

２ ） 世界標準と なる International technical 

guidance on sexuality education 2018 のコンセプ

トを取り入れた性教育を含めた女性のライフステ

ージを考慮した健康教育の検討  

 国際セクシュアリティ教育ガイダンスと学習指

導要領の比較から、日本の性教育は大きく世界

標準から遅れをとっており、教育における環境

構築とともに、その他の分野との連携を充実させ

改善させていたく必要がある。 

３） 包括的女性の健康支援ガイドライン、教育

プログラム・テキスト作成 

（１）～（8）について概ね研究計画通りに遂行す

ることができた。開発したテキストブック（支援者

向け、対象者向け）、動画については、健康教

育の教材として、また個人のヘルスリテラシー向

上のために広く活用可能と考えられた。今後、実

証を重ねさらに完成度の高いものにしていく必

要がある。ガイダンスはレベル 1 からレベル 4 ま

での 4 段階からなるが、本研究においては、レ

ベル 1のみの開発となった。レベル 2.3.4のテキ

ストに関しては、令和3年度以降、開発の検討が

必要である。また、本研究班では教育プログラム

作成を中心に行われたが、今後は女性の健康

支援に向けて具体的なガイドラインが必要であ

る。 

４） 日本版プレコンセプションケアの定義案・目

標案およびポリシーブリーフ作成 

 今後、産婦人科、小児科、母子保健関係者の

みならず、全ての診療科の医療従事者や産業

保健・地域保健関係者に関心をもっていただき、

一体となった推進しくことが重要である。また、今

後、これをもとに議論が日本全体での議論が進

むこと、わが国からのプレコンセプションケアの

エビデンス創出などにより、ポリシーブリーフ案

が定期的に更新されることを望む。 

５） プレコンセプションケア・ヘルスリテラシー尺

度作成に関する研究 

 本研究で作成した尺度をプレコンセプションケ

アの介入プログラムの中で活用することで、効果

的にリスクアセスメントや行動変容を促すことが

期待でき、プログラムの改善が可能となる。 

６）新型コロナウイルス感染症流行が生活習慣や

健康に及ぼす影響の実態把握に向けた研究―

女性の健康支援の観点からー 

 コロナ拡大後に体の健康状態が悪くなったと

答えなかった人、答えた人。心の健康状態が悪

くなったと答えなかった人、答えた人の特徴が明

らかになった。今後は、コロナ拡大により、新進

の健康状態が悪くなった人へのペルソナをある

程度特定できるため、そのような人々へのサポ

ート方法を検討する材料になりえる。 

 

Ｅ．結論 
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わが国では、より早い時期からの横断的・予

防医学的な女性の健康を包括的に教育するプ

ログラムが不可欠であること、および幼い時期か

らの段階的な国際標準の性と生殖に関する教育

が不足していることが明らかになった。本研究に

おいて、わが国の諸問題を解決するための包括

的女性の健康支援ガイドライン、教育プログラ

ム・テキストを含めた教育プログラムを開発した。

生涯を通じた女性の健康の保持増進を図れるよ

うな環境整備を進めるために、まずは、女性が

健康状態に応じて的確に自己管理を行うことが

できるようになるための健康教育体制確立の一

助になると思われた。今後は、支援体制の強化

が必要である。また、本研究班の作成したポリシ

ーブリーフ案がわが国の実情に合ったプレコン

セプションケアの普及に役立つことを期待する。

さらに、新型コロナウイルス感染症拡大により、

短期的な心身の健康状態の悪化を自覚してい

る属性を把握できた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし。 
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1. 特許取得 

なし。 

2. 実用新案登録 

なし。 

3.その他 

特記すべきことなし。 
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Ｆ．健康危険情報 

   なし。 






























